
第171回(令和5年12月度)ウオーキング同好会の報告

例年この時期に実施している自然が豊かで長閑な八代盆地にある「八代つるの里コース」

のｳｵｰｷﾝｸﾞを朝から強風の小雨模様の中､寒さを感じながら１２月１６日(土)に実施。

八代支所駐車場に集合後､悪天候の影響で例年とは異なるコースを監視小屋の監視員の

方から紹介してもらった後にｳｵｰｷﾝｸﾞを開始。監視小屋からは例年渡来した鶴の姿を見る

ことが可能だったが、今季は小屋からは鶴の姿を観ることが出来ませんでした。

今季の渡来数が４羽の為､鶴との遭遇は期待せず田園風景の中をゆっくりと歩いていると

沢山のデコイが設置されている場所で餌を食べている３羽の鶴と遭遇。暫く立ち止まり

遠方から鶴の姿を眺め､この鶴を観賞した後に田園風景の中をゆっくりと歩いて鶴の監視

小屋に到着。監視小屋で昼食及び歓談後､八代支所駐車場に戻り現地を解散。
※現時点の鶴の渡来数：4羽(渡来4羽､放鳥0羽)→ｳｵｰｷﾝｸﾞ中､3羽の鶴を確認

※年度別の渡来数：<R1>13羽､<R2>14羽､<Ｒ3>28羽､<R4>12羽 ※戦前の渡来数：<S15>355羽
●10時00分：八代支所の駐車場に集合し、鶴の監視小屋方面に向けて出発。

●10時05分：監視小屋に到着。鶴の渡来状況等の説明を監視員から聞く。

●10時15分：監視小屋を出発し、田園風景を眺めながらのｳｵｰｷﾝｸﾞを実施。

●10時45分：沢山の数のﾃﾞｺｲが設置してある田園の中で３羽の鶴と遭遇。

●11時40分：監視小屋まで戻り、昼食後、八代支所の駐車場に戻り解散。

(本日の万歩計：４,６00歩、参加者：６名）

以上、次回のウオーキングも宜しくお願い致します。
ＡＹＳＡ交流啓発・健康福祉部会

（ウオーキング同好会) 世話人：長棟章

●ナベツルについて（説明看板より）
ナベツルは､ツル科ツル属に分類される大型の鳥類でシベリア南東部や

中国北東部で繁殖し､冬に日本にやってくる渡り鳥です。全体的に灰黒色を

していて首から上は白く､頭頂は赤い皮膚が露出しています。

身長は90～100㎝､翼長は45～50㎝､くちばしは10㎝程度､体重は3.5～4.0㎏です。

次回(第172回)のウオーキングは、令和6年1月20日(土)に実施予定です ﾅﾍﾞﾂﾙの説明看板
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